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目的

自然数 に対し の位から逆に並び替えた数を とおく。

倍差回文化操作

が回文になれば終了。

ならなければ を改めて とおく。

回文になるまで繰り返す。

倍差回文化操作によって 回文になるかどうか

循環または発散するかどうかを調べる。

回文は倍差回文化操作をしても回文のまま。



進数 の場合の例

となる。

順に倍差回文化操作でできた数を とする。

となり 回文となった。



わかったこと 進数

まで調べたが発散するものが無く 回文になるか循環

するものしかなかった。

循環してしまう場合 規則性があるものがあった。

循環してしまう場合 その数から新たな循環してしまう数

を作れるものがあった。

回文になる場合 その数の親には規則性があるものがあっ

た。

回文になる場合 その数から新たな回文になる数を作れる

ことが分かった。



循環してしまう例

周期が の循環

→ → など

周期 で循環してしまう例は発見できなかった。

周期が の循環

→ → → → など

周期が の循環

→ → → → → など

周期が の循環

→ → → → → → など



循環するものの中で規則的なもの。

など が 個続く場合 と表記する。

また は 以上の任意の整数。

→ → → → →

→ → → → →

→ → → → →



桁の数の循環 桁の数の循環の場合

数の間に または の数を入れると

新たな循環する数が作ることができる。

→ → → → の場合

→ → → →

→ → → → → の場合

→ → → → →



循環するものを並べて 新たな循環する数を作る。

例 → → の場合

→ →

→ →



回文になる例

倍差回文の親

ある数 を倍差回文化操作してできた数を とおく。この

とき を の親とする。 → の場合 は の親。

数 親

発見できなかった



桁の回文になる数の親の規則性。

数 親

発見できなかった

発見できなかった



回文 の親。

→ → →

→ → →

→ → →

→ → →

→ → →



特定の回文数

や のような特定の回文の親を作る。

例

→

→

→

→

を並べた数も倍差回文化操作をすればまた回文になる。

→

→

→

→

を並べたものも倍差回文化操作をすれば回文になる。



→ の証明


